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トを開発した [12] [13] [14]．MiyashitaらやYohananらはHuman-Robot Communicationで






































































































































ラバン理論とは舞踊学の理論であり，Rudlf von Labanが 1920～40年代に構築した心理状
態と身体運動の相関関係を説明した理論である [37]．このラバン理論の根幹には，ダーウィ
13








ト（Time Eort）」の 3要素で構成されている（表 2.1）．シェイプは正面上のシルエットの
広がりである「ドア面シェイプ（Door Plane Shape）」，側面上のシルエットの前後変動を表
す「車輪面シェイプ（Wheel Plane Shape）」，水平面上のシルエットの広がりである「テー





















戦闘形態 集中 能動 不安























































































































































































































図 3.5では動作ごとに対する印象を高さで分けて集計した．その結果，図 3.5 (a) (b)は，高
い位置と低い位置でほぼ同程度の分布を示している．対して，図 3.5 (c) (d) (e)は，高さで
異なる分布を示した．図 3.5 (c) (d) (e)に共通するのは，高い位置だと程度が強くなって感




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 4.2: ラバン理論の指標と動作要素の相関関係（**：p<0.01 *：p<0.05）
相関係数の項目　 　能動的{受動的　 　集中{散漫　 　警戒{安穏　
速度二乗平均　 -0.400 -0.488 -0.0779
速度二乗平均（左右方向）　 -0.205 0.202 0.309
速度二乗平均（前後方向）　 -0.124 -0.582* -0.368
速度二乗平均（上下方向）　 -0.555* 0.0271 0.467
加速度二乗平均　 -0.634* -0.235 0.433
加速度二乗平均（左右方向） -0.274 0.131 0.338
加速度二乗平均（前後方向） -0.197 -0.486 -0.282
加速度二乗平均（上下方向） -0.567* -0.0760 0.553*
移動量（上方向） -0.763** 0.00456 0.339
移動量（下方向） -0.308 0.140 0.517*
移動量（前方向） -0.231 -0.223 -0.487
移動量（後ろ方向） -0.0367 0.158 -0.264















































































































































































































































































































































































・喜び　 15（0.672） 6（0.878） 14（0.882） 13（1.667） 10（1.924） 1（1.954）
・怒り　 11（2.270） 5（2.514） 2（2.526） 1（2.803） 13（2.807） 9（2.957）
・悲しみ　 4（1.010） 11（1.511） 12（1.583） 5（1.909） 9（1.990） 16（2.062）


















































































































































回 標準偏差（前後方向速度） 0 0
帰 標準偏差（上下方向速度） 0 0
係 標準偏差（左右方向加速度） 0 0
















項目 能動的{受動的 集中{散漫 警戒{安穏
速度二乗平均（左右方向）　 0 0 0
速度二乗平均（前後方向）　 0 -2.563 0
速度二乗平均（上下方向）　 0 0 0
加速度二乗平均（左右方向） 0 0 0
加速度二乗平均（前後方向） 0 0 0
加速度二乗平均（上下方向） 0 0 0.352
標準偏差（左右方向速度） 0 0 0
回 標準偏差（前後方向速度） -0.045 0 -0.695
帰 標準偏差（上下方向速度） 0 0 0
係 標準偏差（左右方向加速度） 0 0 0
数 標準偏差（前後方向加速度） -0.330 0 0
標準偏差（上下方向加速度） 0 0 0
移動量（左右方向） 0 0 0
移動量（前方向） 0 0 -0.063
移動量（後ろ方向） 0 0 0
移動量（下方向） 0 0 0.040
移動量（上方向） -0.785 0 0
FFT平均（左右方向加速度） 0 0 0
FFT平均（前後方向加速度） -0.058 0 0
FFT平均（上下方向加速度） -0.009 0 0
Yaw軸角速度二乗平均 0 0.160 0
Rambda（正規化項の係数） 0.177 0.088 0.154
Intercept（切片） 3.422 3.333 3.261






驚きと怒り　 1.39× 10 5* 1
驚きと恐怖　 0.000353* 0.800
驚きと喜び　 4.68× 10 7* 0.0901
驚きと楽しい　 1.12× 10 8* 0.213
悲しみと怒り　 0.152 3.28× 10 5*
悲しみと恐怖　 0.544 4.54× 10 5*
悲しみと喜び　 6.44× 10 11* 0.0328
悲しみと楽しい　 6.16× 10 13* 0.00221*
怒りと恐怖　 0.455 0.737
怒りと喜び　 1.37× 10 13* 0.0426
怒りと楽しい　 6.58× 10 17* 0.103
恐怖と喜び　 1.71× 10 11* 0.0343





p値の項目　 　能動的{受動的　 　集中{散漫　 　警戒{安穏　
驚きと悲しみ　 0.223 0.501 0.0284
驚きと怒り　 0.00614 0.424 0.253
驚きと恐怖　 0.133 0.481 0.0263
驚きと喜び　 0.00698 0.729 6.6× 10 8*
驚きと楽しい　 0.0231 1 1.13× 10 8*
悲しみと怒り　 2.76× 10 5* 0.109 0.00147*
悲しみと恐怖　 0.719 0.168 2.36× 10 5*
悲しみと喜び　 2.2× 10 5* 0.685 8.23× 10 6*
悲しみと楽しい　 0.000205* 0.514 1.2× 10 6*
怒りと恐怖　 1.16× 10 5* 1 0.298
怒りと喜び　 0.807 0.193 3.51× 10 9*
怒りと楽しい　 0.523 0.437 6.01× 10 10*
恐怖と喜び　 8.87× 10 6* 0.270 3.08× 10 11*
恐怖と楽しい　 8.66× 10 5* 0.490 3.9× 10 12*
喜びと楽しい　 0.649 0.737 0.534
52






















































































標準 快度増加 快度減少 覚醒度増加 覚醒度減少 前増加 後増加　
快{不快 -2.912 -10.315 2.602 -2.295 -1.079 -3.074 -2.328
覚醒{眠気 3.211 3.281 3.110 3.091 3.226 3.110 3.312
表 5.5: 動作の指標での評価結果（怒り）
標準 快度増加 快度減少 覚醒度増加 覚醒度微上昇 前増加 後増加　
快{不快 3.246 2.947 3.157 0.00229 2.577 3.093 2.879
















標準 快度増加 快度減少 覚醒度増加 覚醒度減少 前増加 後増加　
快{不快 3.043 2.927 3.288 3.315 3.342 3.335 2.833


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どの印象が最も強いですか？また、それはどの程度ですか？ 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どれでもない－少し－中程度－とても 
その他に何か気づいた点があれば以下にお願いします。 
【                           】 
動作２ 
どの印象をもちますか？（複数回答可） 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どの印象が最も強いですか？また、それはどの程度ですか？ 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どれでもない－少し－中程度－とても 
その他に何か気づいた点があれば以下にお願いします。 
【                           】 
動作３ 
どの印象をもちますか？（複数回答可） 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どの印象が最も強いですか？また、それはどの程度ですか？ 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どれでもない－少し－中程度－とても 
その他に何か気づいた点があれば以下にお願いします。 
【                           】 
動作４ 
どの印象をもちますか？（複数回答可） 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どの印象が最も強いですか？また、それはどの程度ですか？ 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どれでもない－少し－中程度－とても 
その他に何か気づいた点があれば以下にお願いします。 






喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どの印象が最も強いですか？また、それはどの程度ですか？ 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どれでもない－少し－中程度－とても 
その他に何か気づいた点があれば以下にお願いします。 
【                           】 
動作６ 
どの印象をもちますか？（複数回答可） 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どの印象が最も強いですか？また、それはどの程度ですか？ 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どれでもない－少し－中程度－とても 
その他に何か気づいた点があれば以下にお願いします。 
【                           】 
動作７ 
どの印象をもちますか？（複数回答可） 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どの印象が最も強いですか？また、それはどの程度ですか？ 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どれでもない－少し－中程度－とても 
その他に何か気づいた点があれば以下にお願いします。 
【                           】 
動作８ 
どの印象をもちますか？（複数回答可） 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どの印象が最も強いですか？また、それはどの程度ですか？ 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どれでもない－少し－中程度－とても 
その他に何か気づいた点があれば以下にお願いします。 






喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どの印象が最も強いですか？また、それはどの程度ですか？ 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どれでもない－少し－中程度－とても 
その他に何か気づいた点があれば以下にお願いします。 
【                           】 
動作１０ 
どの印象をもちますか？（複数回答可） 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どの印象が最も強いですか？また、それはどの程度ですか？ 
喜び 驚き 怒り 悲しみ 退屈 くつろぎ 心配 気楽 
肯定 否定 快 不快 
どれでもない－少し－中程度－とても 
その他に何か気づいた点があれば以下にお願いします。 









あてはまる もしくは 少しあてはまる と答えた人はどんな時そう感じましたか？ 












あてはまる もしくは 少しあてはまる と答えた人はどんな時そう感じましたか？ 








理由があれば→【                           】 
Q8 
ドローンを生き物にたとえるとしたら？ 
自由記述【                           】 
 
その他に何か気づいた点があれば以下にお願いします。 








能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
動作１ 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
動作２ 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
動作３ 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
動作４ 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 








能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
動作６ 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
動作７ 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
動作８ 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
動作９ 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 





能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
動作１１ 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
動作１２ 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
動作１３ 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
動作１４ 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 





能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
動作１６ 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 











番号：         
『怒り』 
以下に動作 1~16までの一つの番号を記入 
番号：         
『哀しみ』 
以下に動作 1~16までの一つの番号を記入 
番号：         
『楽しい』 
以下に動作 1~16までの一つの番号を記入 








能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『悲しい』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『興奮』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『幸せ』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『緊張』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
80
『怒り』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『けだるい』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『満足』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『恐怖』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『喜び』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 





能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『悔しい』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『切ない』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『憂鬱』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『楽しい』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 





能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『飽き』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『不愉快』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『たるみ』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『眠気』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 





能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『くつろぎ』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『充足』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『安心』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
 
『警戒』 
能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 





能動的   １  ２  ３  ４  ５   受動的 
集中    １  ２  ３  ４  ５   散漫 
警戒    １  ２  ３  ４  ５   安穏 
快     １  ２  ３  ４  ５   不快 
覚醒    １  ２  ３  ４  ５   眠気 
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